


お金のあれこれ

お金って何？　分かっているようで、本当はよく分かっていない。そこで、普通の生活を通

じて、お金について普段感じている素朴な疑問を取り上げてみたい。

 

まず、手元の千円札をじっくり眺めてみると、

「１０００YEN、千円、日本銀行券、NIPPONGINKO、BN407579W、野口英世、写真、朱印、

富士山、花、・・・」が印刷されている紙幣。この「千円」が「壱万円」と印刷されると一万円

の価値になる。そして、これらのお金は、人やコンピュータを介して人の血液のように日本全国

、津々浦々を循環している。

 

お金が循環するのは日本国内だけではない。日本円が、為替レートに基づき、ドルやユーロ、

人民元、韓国ウオンなど、外国の通貨に交換されて海外へも流れていく。逆に、海外からも外国

のお金が日本国内へどんどん流れ込んでくる。お金には国境が無い。お金は地球全体を駆け巡っ

ているのだ。

 

私たちは、お金が無ければ毎日の生活ができない。毎日の買い物は勿論、出かけるにも電車賃

がいる。電気・ガス・水道にもお金がかかる。贅沢するのでなく、ささやかな暮らしでもそれな

りのお金が必要だ。このように、お金は私たちの暮らしと密接に結びついているため、お金にま

つわる事件も多く起きる。毎日のニュースの中に、お金に絡んだものは多い。また、大多数の人

はお金を欲しがるし、お金持ちになりたいとも願っている。

 

ところで、今現在、私の手元には現金1万円とちょっとしかない。残りのお金は、通帳に数字で

表示されている。つまり、私の資産は現金ではなく、通帳に印刷された数字のみ。通帳が手元に

あればまだ良いとして、インターネットバンキングではWebサイト上で数字を見る。お金の振込

みは、送金先の数字を増やし、送金元の数字を減らすことで完了する。株券は、以前は紙で発行

していたが、今は、全て電子化されてコンピュータ上のみになっている。もし、銀行が悪いこと

をしようと思えば、いとも簡単にWebサイトの数字を変更することだってできる。よく考えると

空恐ろしい世界だ。

 

このように、現代社会では、お金の量はコンピュータ上の数字で表示されたものだが、私たち

はそれを信じ切っている。これはつまり、日本の金融システムを無条件に信頼しているからに他

ならない。
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